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Ｑ：尿路結石とはどのような病気ですか？
Ａ：

夏に多くなる尿路結石。
予防と再発防止が大切です！
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尿路結石について
腎臓で作られた尿は尿路である腎杯、腎盂、尿管を通って膀胱へ流れ込み、尿道を通って排尿されま
す。大多数の尿路結石は腎臓（腎杯）でできます。自然に出てくる途中で尿管にとどまってしまうこ
ともあります。排尿障害などで膀胱内に残尿があると、膀胱内で結石ができることもあります。

Ｑ：どのような症状が出ますか。
Ａ：痛みや血尿が主な症状ですが、普段は無症状です。尿管結石により、尿管が、れん縮すると疝痛とよ

ばれる脇腹や下腹に強い痛みを感じます。膀胱近くの尿管結石や膀胱結石では、頻尿や残尿感などの
膀胱刺激症状を伴うことがあります。尿管結石により尿の流れがせき止められると上流に尿が貯留
し、急に腎盂内圧が上昇すると背中の痛みを感じます。このうっ滞した尿中で細菌が増殖してしまう
と、高熱や背部痛を伴う腎盂腎炎を引き起こします。

Ｑ：原因について教えてください。
Ａ：過剰な尿中成分が結晶化し、成長して結石になります。多くの場合は、シュウ酸カルシウム、リン酸

カルシウム、そして尿酸です。結石形成を抑制する尿中のクエン酸やマグネシウムの減少、動物性タ
ンパク質の過剰摂取、水分不足による尿の濃縮など複数の要因が考えられます。また副甲状腺機能亢
進症、ステロイドの長期服用や長期臥床では、骨から溶出したカルシウムが原因になります。痛風で
は血液中に増えた尿酸が、尿中にたくさん排泄されることが原因になります。尿路感染症が原因で発
生する結石もあります。

Ｑ：治療法にはどのようなものがありますか？
Ａ：小さい腎結石、尿管結石であれば、自然に出てくることがあります。痛みは短時間で収まることが多

いため、鎮痛剤の頓用でやり過ごします。尿管結石により尿がせき止められた状態を長時間放置する
と腎臓機能が悪化します。腎機能悪化を防止する目的や、結石関連の腎盂腎炎治療の一環として尿管
結石の脇を通して尿管ステントを留置し、尿の流れを確保します。破砕治療には、体の外から衝撃波
を結石に当てる体外衝撃波結石破砕術、尿路をさかのぼって挿入した尿管鏡や、背中から腎臓へ直接
細い通路を作って挿入した腎盂鏡からレーザーなどを当てて破砕する内視鏡手術があります。結石の
大きさや部位に応じてこれらの治療方法を選択します。

Ｑ：尿路結石にならないための予防法はありますか。
Ａ：生活習慣病の予防と共通点が多いです。すなわち減塩食、低動物性蛋白食、食べ過ぎない、適度な運

動などです。尿が濃くならないように水分を摂取します。原因となるシュウ酸（苦み）は過剰摂取を
避けましょう。カルシウムは普段、摂取不足気味ですので、むしろ適量を摂取することが予防になり
ます。腸内でシュウ酸とカルシウムが結合して、吸収されずに排泄されますので、シュウ酸の吸収も
防いでくれます。
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　尿路結石は再発の予防が重要です。しかし、無理の
ある食事制限は長続きしません。例えば苦みのある野
菜は湯がいて調理したり、乳製品や鰹節、小魚の骨な
どカルシウムを含む食品を組み合わせるなどの工夫を
して、食を楽しみながら予防することが秘訣だと思い
ます。
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　３月より赴任いたしました。肝胆膵外科が専門で、東大附属病院、都立墨東病
院、静岡県立総合病院などで勤務してきました。茨城県には初期研修で、古河に
ある友愛記念病院でお世話になって以来の復帰になります。前任地より気候は寒
いですが、接する人たちは温かいと感じています。肝胆膵外科領域の癌は難治性
ですが、私自身も５年無再発患者を経験するようになって、不治の病ではなくなっ
ている印象です。術前抗癌剤治療、ドレナージなど多くの先生方に助けて頂いて
おります。今後とも何卒宜しくお願いいたします。

　令和２年４月に赴任いたしました。筑波大学に２０１１年から９年間在籍し、主
に頭頸部がんの診療に携わってきました。９年前、ここ県立中央病院で東日本大
震災を経験し、その混乱のさなかに筑波大学へ異動したのですが、今回は新型コ
ロナウイルスの流行というまたもや未曽有の災害、混乱のさなかの異動というこ
とになりました。どんな状況でも自分に課せられた使命を自分のいる場所で懸命
にこなしていくことに変わりはないと思っています。これまで取り組んできた頭頸
部がん診療に加え茨城県の地域医療や嚥下診療にもさらに力を入れていく所存
ですので、どうぞよろしくお願いいたします。
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　不整脈が専門です。2012年から茨城県職
員として、2016年からは筑波大学の教員と
して茨城県地域臨床教育センターに籍を置き
ながら当院のペースメーカーおよびカテーテ
ルアブレーション治療を担当しています。地
域に根差した診療の中で、大病院に劣らない
世界レベルの治療技術を提供することを常に
目指しています。診療と共に臨床研究に携わ
ることで、微力ながらも不整脈治療の発展に
貢献することも大切な仕事と考えています。
卒後20年を迎え、医者人生の折り返し地点
に差し掛かっています。5人の子供たちの育
児と不整脈のことで頭の中はいつも一杯で、
残りの20年はあっという間に過ぎ去りそう
です。一日一日を大切に、一人でも多くの患
者さんのお役に立つことができるように、自
分の持てる力を出し切りたいです。

　本年4月から3年ぶりに当院勤務となりま
した。南九州で育ち、大学入学から茨城に来
て、沖縄での初期研修２年間以外は県内の病
院で主に循環器診療に携わってきました。当
院では循環器一般診療に加えて不整脈治療
（カテーテルアブレーション、ペースメー
カー植え込み等）を担当しております。
　循環器疾患は治療を受ければ根治というわ
けではなく、その後も付き合っていく病気が
多いです。患者さんと共に病気としっかり向
き合うことによってその後の生活がより良い
ものになるよう、丁寧な診療を心掛けたいと
思っております。
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